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技能実習生の友 
 

新型
し ん が た

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

の予防
よ ぼ う

のため注意
ち ゅ う い

すること 

 現在
げんざい

（2020年
ねん

11月
がつ

）、新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

の予防
よ ぼ う

が必要
ひつよう

な状 況
じょうきょう

が続
つづ

いています。技能
ぎ の う

実習生
じっしゅうせい

の

皆
みな

さんも感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

をしながら毎日
まいにち

を過
す

ごしていることでしょう。宿 舎
しゅくしゃ

での感染
かんせん

予防
よ ぼ う

など皆
みな

さんに注意
ちゅうい

していただきたい事項
じ こ う

について、外国人
がいこくじん

技能
ぎ の う

実 習
じっしゅう

機構
き こ う

（OTIT）から出
だ

されている「新型
しんがた

コロナウイルス

感染症
かんせんしょう

の予防
よ ぼ う

のため、注意
ちゅうい

すること」から掲載
けいさい

します。 

仕事
し ご と

に行
い

く前
まえ

 

 体温計
たいおんけい

で熱
ねつ

を測
はか

り、①熱
ねつ

が37.5℃
ど

以上
いじょう

ある、②だるいなど風邪
か ぜ

の症 状
しょうじょう

があるなど、いつもと体 調
たいちょう

が

違
ちが

うときは、技能
ぎ の う

実 習
じっしゅう

指導員
しどういん

や生活
せいかつ

指導員
しどういん

に連絡
れんらく

しましょう。 

出
で

かけるとき 

 体 調
たいちょう

が悪
わる

いときは外 出
がいしゅつ

をやめましょう。 

 マスクをして出
で

かけましょう。 

外
そと

から帰
かえ

ってきたとき 

 石
せっ

けんをつかって、ていねいに手
て

を洗
あら

いましょう。タオルは自分
じ ぶ ん

のものを使
つか

いましょう。 

 使
つか

い終わったマスクやティッシュ、手袋
てぶくろ

などを捨
す

てるときは、他
ほか

の人
ひと

が触
ふ

れないように、ゴミ 袋
ぶくろ

を

しっかりしばって捨
す

てましょう。 

他
ほか

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に暮
く

らしているとき 

 家
いえ

の中
なか

でも、他
ほか

の人
ひと

と離
はな

れる（2メートル）ようにしましょう。 

 会話
か い わ

をするときはマスクをし、大
おお

きな声
こえ

にならないようにしましょう。 

 せきやくしゃみをした後
あと

には手
て

を洗
あら

いましょう。タオルは自分
じ ぶ ん

のものを使
つか

いましょう。 

 1時
じ

間
かん

に2回
かい

程度
て い ど

、窓
まど

を開
あ

けて空気
く う き

を入
い

れ換
か

えましょう。 

 他
ほか

の人
ひと

と一緒
いっしょ

に使
つか

っているもの（リモコン
り も こ ん

、冷蔵庫
れいぞうこ

、明
あ

かりのスイッチ、ドライヤー）は使
つか

った後
あと

に

消 毒
しょうどく

しましょう。 

 トイレを使
つか

った後
あと

はふたを閉
し

めて水
みず

を流
なが

しましょう。 

【食事
しょくじ

をするとき】 

 食事
しょくじ

をする前
まえ

、した後
あと

に手
て

を洗
あら

いましょう。 

 食事
しょくじ

は一人一人
ひ と り ひ と り

、別
べつ

のお皿
さら

に用意
よ う い

しましょう。 

【入 浴
にゅうよく

するとき】 

 タオルは自分
じ ぶ ん

のものを使
つか

いましょう。 

 一人
ひ と り

ずつ、お風
ふ

呂
ろ

を使
つか

いましょう。 

【寝
ね

るとき】 

 同
おな

じ部屋
へ や

でほかの人
ひと

と寝
ね

るときには、できるだけ離
はな

れて寝
ね

ましょう。 

 できるだけ頭
あたま

の向
む

きが同
おな

じにならないようにしましょう。 

 新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

について（外国人
がいこくじん

技能
ぎ の う

実 習
じっしゅう

機構
き こ う

） 

https://www.otit.go.jp/CoV2/ 

感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

や生活
せいかつ

支援
し え ん

、在 留
ざいりゅう

資格
し か く

等
とう

について、皆
みな

さんの母国語
ぼ こ く ご

ややさしい日本語
に ほ ん ご

で読
よ

むことができます。
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JITCOの日本語
に ほ ん ご

作文
さ く ぶ ん

コンクール
こ ん く ー る

にチャレンジ
ち ゃ れ ん じ

しよう 

 JITCOでは毎年
まいとし

「外国人
がいこくじん

技能
ぎ の う

実習生
じっしゅうせい

・研修生
けんしゅうせい

 日本語
に ほ ん ご

作文
さくぶん

コンクール
こ ん く ー る

」を開催
かいさい

しています。日
に

本語
ほ ん ご

で作文
さくぶん

を書
か

く

ことは簡単
かんたん

ではありませんが、良
よ

い作文
さくぶん

を書
か

くためのヒント
ひ ん と

をご 紹
しょう

介
かい

しますので、ぜひ作文
さくぶん

に挑戦
ちょうせん

してみてくだ

さい。 

 2021年
ねん

の日本語
に ほ ん ご

作文
さくぶん

コンクール
こ ん く ー る

応募
お う ぼ

要項
ようこう

は、JITCOのホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

などで2月
がつ

初旬
しょじゅん

にご案
あん

内
ない

する予定
よ て い

です。皆
みな

さん

の積極的
せっきょくてき

なご応
おう

募
ぼ

をお待
ま

ちしています！ 

作文
さくぶん

に挑 戦
ちょうせん

してみましょう！ 

✏題材
だいざい

を一
ひと

つに絞
しぼ

る 

日本
にっぽん

に来
き

て、楽
たの

しいこと、悲
かな

しいこと、驚
おどろ

いたこと、つらいこと、毎日
まいにち

いろいろな経験
けいけん

をしていると思
おも

います。

作文
さくぶん

を書
か

くときは、たくさんの出
で

来
き

事
ごと

のうち、一
ひと

つのエピソード
え ぴ そ ー ど

に絞
しぼ

りましょう。何
なに

が起
お

こったか、誰
だれ

が何
なに

を言
い

っ

たか、どう思
おも

ったか等
とう

を具体的
ぐたいてき

に書
か

くと気
き

持
も

ちが伝
つた

わります。 

✏自分
じ ぶ ん

にしか書
か

けないことを書
か

く 

「日本
にっぽん

は道路
ど う ろ

がとてもきれいです」という簡単
かんたん

で短
みじか

い感想
かんそう

は、たくさんの人
ひと

が同
おな

じようなことを書
か

きそうです。

良
よ

い作文
さくぶん

にするには、例
たと

えば「道路
ど う ろ

がきれいな理由
り ゆ う

を会社
かいしゃ

の人
ひと

に聞
き

いてみた」というように、自分
じ ぶ ん

の具体的
ぐたいてき

な体験
たいけん

と結
むす

びつけて書
か

くことが大切
たいせつ

です。 

✏タイトル
た い と る

を工夫
く ふ う

する 

「私
わたし

の生活
せいかつ

」「日本
にっぽん

の想
おも

い出
で

」のような漠然
ばくぜん

としたタイトル
た い と る

でなく、読
よ

み手
て

が「これはどんな内容
ないよう

だろう」と読
よ

みたくなるようなタイトル
た い と る

をつけてみましょう。 

 

 過去
か こ

の日本語
に ほ ん ご

作文
さくぶん

コンクール
こ ん く ー る

受賞
じゅしょう

作品
さくひん

は、こちらで見
み

ることができます。 

過去
か こ

の日本語
に ほ ん ご

作文
さくぶん

コンクール
こ ん く ー る

優秀
ゆうしゅう

作品集
さくひんしゅう

 

https://www.jitco.or.jp/ja/service/guidebook/#contest_pc 

ウェブサイト版
う ぇ ぶ さ い と ば ん

「技能
ぎ の う

実習生
じっしゅうせい

の友
とも

」日本語
に ほ ん ご

・日本
に ほ ん

文化
ぶ ん か

＞外国人
がいこくじん

技能
ぎ の う

実習生
じっしゅうせい

・研修生
けんしゅうせい

日本語
に ほ ん ご

作文
さくぶん

コンクール
こ ん く ー る

 

https://www.jitco.or.jp/webtomo/ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丸井
ま る い

さん、隣
となり

の人
ひと

に注意
ちゅうい

されて、納得
なっとく

がいかない様子
よ う す

ですが…… 

コロナ
こ ろ な

禍
か

においては、電車内
でんしゃない

では、電話
で ん わ

で話
はな

すのも、友達
ともだち

同士
ど う し

で話
はな

すのも、どちらも控
ひか

えておきたいものです。 

 （漫画：ジャパンスタイルデザイン株式会社） 

マンガ
ま ん が

で知
し

ろう ― 電車
で ん し ゃ

でのおしゃべり ― の日
に っ

 本
ぽ ん

 人
じ ん

 気
き

も ち
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Kozokotoshi, tsuranuku, bou no gotokimono – Năm ngoái rồi năm nay, dòng thời gian vẫn chảy, chẳng đổi thay. (Thơ Haiku của Kyoshi)  
Bài thơ Haiku nói về dòng thời gian trôi mãi không có lúc nào ngừng, có nhắc tới từ “toshi” (năm) và “nichi” (ngày). Những từ thuần Nhật như vậy chúng 
ta thường gặp nhiều trong khi nghe nói hàng ngày hơn là những từ vực tiếng Hán trong sách giáo khoa. Ví dụ, chúng ta ít khi nghe từ “issakujitsu” (nhất 
tạc nhật) hay “issakunen” (nhất tạc niên) mà thường nghe từ “ototoi” (hôm qua) hoặc “ototoshi” (năm ngoái), vì cách nói như vậy dễ nói dễ nghe và dễ
hiểu hơn. 
Từ “ototoi” và “ototoshi” bắt nguồn từ chữ “ochinohi” và “ochinotoshi” có nghĩa là “ngày được chờ đợi”, “năm được chờ đợi”. Còn từ “asatte” (ngày mai) 
thì chữ Hán đọc là “myougonichi” và “shiasatte” (ngày kìa) được đọc là “myou-myougonichi”! 

Kozo kotoshi tsuranuku bō nogotoki mono (Kyoshi)
Kinuha ang “toshi”(taon) at “hi”(araw) mula sa mga salitang naghihiwalay sa daloy ng oras nang hindi pinuputol ang panahon. 
Ang mga salitang naririnig at sinasabi sa pang-araw-araw na pamumuhay ay marahil mas marami ang tradisyonal na salita kaysa sa mga 
idioms. Ito ay sapagkat ang "Ototoi / Ototoshi" ay mas madaling sabihin, mas madaling pakinggan, at madaling maunawaan kaysa sa 
"Issakujitsu / Issakunen". (ang araw bago kahapon / ang taon bago ang nakaraang taon) 
Ang “Ototoi / Ototoshi” ay nagmula sa salitang “Ochi no hi / Ochitoshi”  
Ang “Asatte” ay “Myougonichi” at ang “Shiasatte” ay “Myou-myougonichi”! 

Tahun Lalu dan Tahun Ini Bersatu Bagaikan Ditusuk Batang Kayu (Haiku oleh Takahama Kyoshi) 
Soal kali ini tentang “tahun” dan “hari” dari antara kata yang membagi aliran waktu yang tak pernah berhenti sejenak pun.  
Kata-kata yang didengar dan diucapkan dalam kehidupan sehari-hari banyak yang merupakan kata-kata Yamato yang sudah ada sejak dulu daripada jukugo (kata 
majemuk). Sebab dibanding kata issakujitsu (kemarin lusa) dan issakunen (dua tahun lalu), kata ototoi dan ototoshi lebih mudah diucapkan, didengar dan dimengerti. 
Asal kata ototoi dan ototoshi adalah ochinohi dan ochitoshi. Asatte (besok lusa) adalah myogonichi , sedangkan shiasatte (tiga hari kemudian) adalah myomyogonichi. 

โคะโซะโคะโตะชิ สึระนุคุโบโนะโกะโตะกิโมะโนะ (โดย เคียวชิ) เป็นกลอนไฮกท่ีุแปลไดว้า่ ปีก่อนกบัปีน้ี เช่ือมต่อกนัเหมือนแท่งไมท่ี้ไม่ขาดตอน 
จากคาํท่ีใชแ้บ่งช่วงกระแสเวลาท่ีไหลต่อเน่ืองกนัไม่ขาดสายแมเ้พียงชัว่ขณะ จะขอยกคาํวา่ “ปี” กบั “วนั” ข้ึนมากล่าวถึง 
คาํท่ีไดฟั้งและใชพ้ดูในการดาํเนินชีวิต ส่วนใหญ่เป็นภาษายามาโตะ (ภาษาญ่ีปุ่นดั้งเดิม) แต่โบราณท่ีมาจากคาํพงัเพย ทั้งน้ีกเ็ป็นเพราะคาํเหล่านั้น เช่น “โอะโทะโทะอิ-โอะโทะโทะชิ” พดูง่าย ฟังง่ายและเขา้ใจง่ายกวา่คาํวา่ “อิตซะคุจิตสึ-อิตซะคุเน็ง” 

(ต่างกมี็ความหมายวา่ “เม่ือวานซืน-สองปีก่อน”) 
“โอะโทะโทะอิ-โอะโทะโทะชิ” นั้นมาจากคาํวา่ “โอะจิโนะฮิ-โอะจิโทะชิ” ส่วน “อะซตัเตะ” กคื็อ “เมียวโกะนิจิ” และ “ชิอะซตัเตะ” ก็คือ “เมียวเมียวโกะนิจิ” 

េយើងសូមេលើកយកពកយ「年」និង「日」ជពកយសំ�បែ់បងែចកេពលេវ�ែដលេច�ែតេដើរេទមុខមនិ�ច។់ ពកយែដលអនក លឺ និងនិយយ
េនកនុងជីវភព្របចំៃថង ភគេ្រចើន្របែហលមកពីពកយេដើមយូរមកេហើយ ជជងសំនួនេ��រ។ 「おととい・おととし」គឺ ងយនិយយ 
ងយ�្ដ ប់និងងយយល់ជងពកយ「一昨日・一昨年」។ េដើមកំេណើ តពកយ「おととい・おととし」គឺ「遠ちの日・遠ち年」

។ 「あさって」គឺជ「明後日」、「しあさって」គឺជ「明明後日」！

Time pierces last year and this year like a stick. (Kyoshi Takahama)
Here, focus is placed on “year” and “day” among words that mark off the perfectly seamless flow of time. 
Words that are heard and spoken in daily life are mostly Yamato-kotoba, or traditional words of Japanese origin, rather than compound words of Chinese origin. For 
example, as words meaning last year and the year before last year, “ototoi / ototoshi” are easier to say, hear and understand than “issakujitsu / isssakunen”, although they 
are written using the same kanji characters. 
“Ototoi / ototoshi” originally come from the term “ochinohi / ochitoshi” (faraway day / faraway year). “Asatte,” which can also be read as “myogonichi,” means the day 
after tomorrow, and “shiasatte,” which can also be read as “myomyogonichi,” means two days after tomorrow. 

去年与今年，相连如木棍（高浜虚子） 
将不会有一瞬停止的时光的流逝划分开的词语中选取「年」和「日」为例。 
生活中听到、所说的词语中，比起成语，更多的是很早以前就开始使用的大和语（译注：日本固有的语言，特指现代日本语中非汉语、外来语的部分）。比

起「一昨日（いっさくじつ）・一昨年（いっさくねん）」，「おととい・おととし」说起来、听起来更简单，也更容易理解。 
「おととい・おととし」的语源来自于「遠ちの日・遠ち年」。「あさって」来自于「明後日」、「しあさって」来自于「明明後日」！ 

Өнгөрсөн жил Энэ жил Нэвт гарах саваа лугаа адил (Кёши (Хайкү шүлэгч))--去年
こ ぞ

今年
こ と し

貫
つらぬ

く棒
ぼ う

の如
ご と

きもの(虚子
き ょ し

) 
Нэг ч хором тасалдалгүйгээр урсах цагийн урсгалыг хуваадаг үгнүүд дотроос “Он жил”, “Өдөр хоног”-ийг авч үзье. 
Өдөр тутам сонсогддог ярианы хэлэнд “Жюкүго” буюу 2-оос илүү ханзнаас бүрдсэн үгнүүдээс илүү эртнээс хэрэглэгдэж ирсэн “Ямато үг / 大和

や ま と

言葉
こ と ば

” буюу уугуул Япон 
үгнүүд зонхилдог байх. Уржигдар, уржнан жил гэж хэлэхэд “Issaku-jitsu / 一昨日

い っ さ く じ つ

, Issaku-nen / 一昨年
い っ さ く ね ん

” гэж хэлснээс “Ototoi / おととい, Ototoshi / おととし” гэж хэлсэн нь 
хэлэхэд хялбар, сонсоход хялбар бөгөөд ойлгоход ч хялбар учраас юм. 
“Уржигдар” буюу “Ototoi / おととい”-ын үгийн гарал нь ”Ochino-hi / 遠

を

ちの日
ひ

”, “Уржнан жил” буюу “Ototoshi / おととし”-гийн үгийн гарал нь “Ochi-toshi / 遠
を

ち年
と し

”. “Нөгөөдөр” 
буюу “Asatte /あさって”-гийн үгийн гарал нь “Myo-go-nichi / 明後日

み ょ う ご に ち

”, “Нөгөөдрийн маргааш” буюу “Shi-asatte / しあさって”-гийн үгийн гарал нь ”Myo-myo-go-nichi / 明明後日
み ょ う み ょ う ご に ち

”.
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